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彼女が強いというのは、最初から分かっていたことだ。

もちろん、訓練の時には、それなりに良い勝負ができていた。しかしそれに

も、分かりやすくて明快な理由がふたつあった。ひとつは、互いの力を高めあう

訓練の場において、敵を消し炭にするようなタィプの強さは発揮のしようがない

とい、っこと。も/っひとつは、この子自身の性格の問題。ラキシュ•ニクス•セニ

オリスは、その身に宿した才能にまったく似合わない、穏やかで友達想いで平和

的で臆病な性格をしていたということ。

だから、もちろん◦そのふたつの枷を取り払ったラキシュは、ふだんの彼女と

は比べ物にならないほど——そしてこのティアット•シバ•ィグナレオなどとは

比べる気にもなれないほどに、強大な兵器となる。

一合、二合。

刃を交えるたびに、どうしようもなく強く圧し込まれる。

抗しきれない。熾きている魔力の圧が違う。剣の腕やら体格やら体重やら、そ

ういった小賢しい要素をすべて無視するに足るだけの、圧倒的にして根本的な、

強さの差。

「ラ……」

ラキシュ、どうして。そう問いかけたかった。けれど、吸う息と吐く息のどこ

にも、言葉をさしはさむ余裕がなかった◦唇を開き、嚙み合わせた歯をほどくこ

とができなかった。全身と全霊を目の前の「敵」に注ぎ込み続けていないと、立

ち続けていることすら叶いそうになかつた。

いや、それどころか。

そうしていてすら、限界はすぐに訪れた◦無造作にセニオリスが一振りされ

る◦避けきれず、かろうじてィグナレオを軌道上に割り込ませ直撃を避ける-



ナしせん 'iくはつ た はじ

が、剣閃に込められた爆発じみた力には耐えきれない。まるで棒に弾かれた小石

のように、文字通りの意味で吹き飛ばされる。

——ああ……、

目まぐるしく流れていく景色。

ほうだん

ティアットは砲弾のように空を飛びながら、いろいろなことを想う。

大事な家族と敵対する悲しさとか。どういう形であれ元気でいてくれたことに

対する喜びとか。なんでフエオドール側についてるんだという憤りとか。そんな

面倒なことになっているだろう彼女の目の前で、無力にも吹っ飛んでいることし

かできない情けなさとか。

かたすみ

そんなごちやごちやした無数の心の欠片を片隅に押しのけて、この勢いで木立

、つぎよ

なみだ

にぶつかるのは危ないからちやんと防御しなきやと冷静に判断◦目尻の涙を振り

ごういん

切つて、空中で強引に体勢を立て直そうとしたその時に、

ぼふん_

だれ

やわらかくも力強い何かに……誰かの腕に、しっかりと受け止められた。

「-え？一

当惑し、思考が凍る。

『よく、がんばったね』

ささや

ティアットのとてもよく知る声が、優しくそぅ曝いた。

X./X.?

あこが



とても懐かしい声。かつて大好きだった声。憧れとともに、見上げるようにし

て聞いていた声。そして、二度と聞くことができないはずの、失われた声。

顔を上げて、その誰かの顔を確かめたいと思った◦けれど、ここまでの戦闘で

無理な酷使を続けたティアットの体は、もう心の言うことを聞いてくれなかっ

た。悠然と目の前に迫るラキシュの姿をまっすぐに見据えたまま、それ以上動こ

うとしなかつた。

「もしかして、せん、ぱ……一

どうして黄金妖精の目玉は、真後ろを見られるようにできていないんだろう。

錡びついたようになった首を限界まで巡らせ、瞳を斜め上へとねじりこんで。そ

れでも、その誰かの姿は、髪の毛の一筋すら見えてこない。

『うん』

優しい肯定だけが、耳元に聞こえる。

「でも、どうして......」

『放っとけなくて、戻ってきちゃった。ほら、わたしだけじゃなくて』

細い指が、テイアットの背後から、まっすぐ前を指し示す。その指の示す先

に、また別の人影がひとつ。ラキシュとテイアットの間に割り込むょうにして、

現れる。

『ょう、テイアットにラキシュ。久しぶりだな』

背の高い、男性のシルエット。そして、横顔。

とても……いや、そこそこ懐かしいし、それなりに好きだったし、それなりに

頼もしかったし、けれどやっぱり二度と見ることがないはずの、誰かさんの顔。

『ったく、二人とも、しばらく見ねぇ間にによきによき伸びやがって◦成長期っ

てやつは怖えよな、まったく』

緊張感のない声。

腕を組み、ぅんぅんと頷きながら、その男はラキシュに向き直る。

「な、何なの、貴方たちはР:」

そのラキシュは、当然この突然の闖入者に驚いて、戸惑いの声を上げている。

が、男は構わずに、すたすたと気負わない足取りで少女に迫る。



危ない、とティアットは思った。

今のラキシュは、この二人がよく知っていたころの、素直で純朴な少女ではな

いのだ。

悪い男にひっかかって、性格が変わってしまったのだ。触れるものみな切り捨

てるょうな、危険な反抗期の真っ最中なのだ。加ぇて、超すごくて超ャバい超

遺跡兵装セニォリスの使い手なのだ。そのことを、ここにいるはずのない、いや

それどころか五年も前からどこにもいないはずだったこの二人は、知らないの

だ。

そして、案の定。どうにかこうにか混乱から立ち直ったらしいラキシュは、目

前に迫る男に向け、まったく手加減の感じられない勢いでセニォリスを振るい、

「——ぇ」

豪快な風の音をたてて、空だけを切り裂いた。

гへ」

自らの状況も忘れ、ティアットもまた、間の抜けた声を漏らす。

必殺の一撃だ、と思った。どこをどうやっても避けられるはずのない間合いだ

と思った◦少なくとも自分なら、首がすぽ一んと刎ねられて空を飛ぶまで、何を

されたのかも気づけないだろうと思った。なのに。

『はっはっは、普通に元気そうでいろいろ安心したぞ』

どこをどうやって今の一撃をかわしたというのか、男はいつの間にか、ラキ

シユの背後に立っている。

『迷いのない、良い剣だ。その剣筋でセニォリスを振るえば、確かに、打ち崩せ

ない障害など世界にほとんどないだろう……だが、それでも！』

気取つた仕草でにやりと笑い、びしりとラキシュを指さして、

『父なるものの愛とか、そういうやつだけは砕けないのだ！』

何言ってんだこいつ。

予想外に過ぎる目前の展開に、ティアットの頭の中が真っ白になる。

『さあこいラキシュ！いろいろあってズタボロ状態っぽいこの体だが、反抗期

の本音のひとつやふたつ、物理的に受け止めきってみせてやる！』



「だから何なの貴方たちР:」

再び戸惑いの——どこか涙の混じったような声をあげるラキシュ。男は構わず

跳躍すると、抱擁でもしようかというように、大きく両手を広げる。

『食らえ、人間族秘伝、絶対粉砕おと一さんパンチ！』

何それどういうネ^ミングなの何を粉碎する気なの。

「ちよつとちよつとちよつと、どうなつてるのその関節Р:」

うわ、全身ぐねぐねしてる。生き物として許されていいのかわからないレベル

で。

『ふわははは、逃がさんぞマィ娘！とう！』

うわ、飛んだ。

「きゃあああ気持ち悪い気持ち悪いぐねぐねしてる気持ち悪いР:」

うん、気持ち悪い。生理的に受け付けない。

『絆は常識と物理法則を雑に超える！さあ、愛に包まれ心を開けええ！』

ほんとさつきから何言つてるのかなこのひとは。

「絆ってそういうものじゃないからあ！ 常識も大事にしないとダメだか

らあ*^•一

あ、なんだか悲鳴が昔のラキシュっぽい。

ひどいものである。

何だこれ。いやもう、本当に、何だこれ。目の前で起きていることのすベて

が、確かに目には見えているはずなのに、何ひとつとして理解できない。

そんな状況の中、ティアットは、頭を真っ白にして、ただただぽかんと口を開

けていることしかできなかつた-

というところで、目が覚めた。

ベッドの上にむくりと身を起こして。

寝ぐせのついた髪の毛をくしゃりとやって、カーテンの隙間から洩れる朝日に

目をやって、はれぼったい目を軽くこすり、ふわあああと特大のあくびをかまし

て。

なが



たつぶりと長い時間をかけ、ぼぅつと朝日を眺めた後に、

「何なのその夢ええつ!?:」

ティアットは小声で叫ぶ(同室のみんなへの配慮だ)と、全力で頭を抱えた。

1•その日の第五師団

かつてあの地上は、肥沃な大地であったのだといぅ。

しかし、当時そこで大きく栄えていた人間種が、〈十七種の獣〉なるものを生

み出し解き放った。それらは様々な姿をとった破滅の化身であり、瞬く間に

人間種と、その大地に住む多くの者たちを滅ぼした。

生き残った者たちは、長い逃亡の日々の後、大賢者なる者に導かれて空の上へ

と至った。〈十七種の獣〉はいずれも翼を持たず、地上を離れた者を直接襲ぅこ

とができなかったからだ。

それから、五百年を超える時間が流れた。

薄水を踏むょぅな平和が、その五百年を覆っていた。幾度も襲い掛かってきた

破滅の危機を、かろぅじて退け続けることができていた。

そんな、積み重ねられ続けてきた奇蹟の上に、今日の浮遊大陸群はある。

戦いの日が近づいてくる。

護翼軍第五師団では、ここ数日で、大量に仕事が増えた。

かつて愛すべき隣人であった39番浮遊島は——その地に巣食った巨大な害悪で

ある〈重く留まる十一番目の獣〉は、今も少しずつ、こちらに近づきつつある。

護翼軍は、これに抗する手段を、速やかに見つけなければならない状況にある。

そもそも〈獣〉は不死であり、通常の兵器で仕留めることはできないとされて

いる。

これまで護翼軍が〈獣〉と戦う際には、膨大な通常兵器で敵の動きを止め、浮

遊島から突き落とすという手段を主に使ってきた。「翼を持たない」ゆえに「独

力で浮遊大陸群まで迪り着けない」というのが〈獣〉すべてに共通する(知られ

ている中では)唯一の弱点である◦だから、不死の存在を殺すような無理にこだ

わる必要はない。空から追い払うことこそが最善であり、ほぼ唯一に近い策だっ

た。しかし、39番浮遊島をまるごと包み込むような形で大空に在るあの



1•逃走者たち

さて。ここに、ナィグラートといぅ女がいる。

種族は喰人鬼。年は……まあ、二十は超えた。ぅん。

まだ少女であったころ、中央総合学術院に五年ほど在学し、基礎医術を始めと

する四つの資格免状を取得している。卒院後すぐにそれらの資格を駆使し、浮遊

大陸群最大商会の一つである、オルランドリ総合商会へと就職。当時の人生目標

であった「順風満帆なエリート人生」を途中までは順調に歩んでいた。

途中まで歩んだところで、ものの見事にドロップアウトした。

理由は、まあ、大したことではない。我慢できないことがあつて、見過ごせな

い事件があって、放っておけない子たちがいて、見捨てられない場所があって。

無視できないいろいろなものに向き直っていたら、いつの間にやらそぅいぅこと

になっていた。

別に、そのこと自体については、構わないのだ◦自分の選択に後悔はしていな

いし、その結果として行き着いた今の仕事は、間違いなく自分の天職だと思って

いる。仮に、かつて夢見たエリート人生に今から復帰できるぞと言われても、迷

わず首を横に振る。

だから、もちろん。

いま、武装した正体不明の一団に追われることになっている今も、彼女の中に

後晦はない。

tT

「ああもう、しつこい*」

雨上がりの裏路地を駆けている。

巨鬼系諸種族用の住居街は、それ以外の者たちの住む場所に比べ、あらゆるも

のが大きく造られている。長身のナィグラートにしてみれば、まるで小さな子供

の視界から世界を見ているような、なかなか面白みのある光景だ。

(アルミタくらいの背丈から街を見たら、こんな感じかしら……)

そんな状況ではないと頭でわかっていても、そんなことを考えてしまったりも

する。こんな状況でさえなければ、もう少しこの感覚を楽しんでいたかったとこ



ろだ。

「ナイちゃん、そつちは行き止まり^」

すぐ後ろを、景色のスケール感にぴったりと合った、単眼鬼の巨漢が走ってい

る。マゴメダリ•ブロントン。ナイグラートの学術院時代の先輩であり、仕事上

非常に世話になっている医者であり、そして現在進行形で生死を共にする逃走者

仲間である。

「もう。ナイちゃんはやめてって言ってるでしょ、先輩。もう子供じゃないんだ

から」

足を止めずに、首だけで振り返る。

街灯の照らす夜闇の中。追っ手の姿は直接見えてこそいないが、足音と声とは

変わらず迫ってきている。今から引き返したら、別の道に入る前に鉢合わせする

ことになるだろう。

「いい加減諦めてくれてもいいのに、勤勉ね」

「当たり前だょ！彼らが怠け者だったら浮遊大陸群が墜ちる！」

「もうこうなったら、逃げるのやめて、全員やっつけちゃうのはどうかしら......

ううん、それはダメね。あの量は食べきれないもの。一度用意した食材を食べき

れないのは、マナーに反しちゃう」

「思いとどまってくれて嬉しいょ！ でもできれば、マナーだけじゃなくて、法

律とか道徳のことも思い出してほしかったな！」

そんな会話を続けつつも、状況は少しずつ悪くなっていく。

そもそも、単眼鬼の巨軀は、こういう逃走劇に向いていないのだ◦何せ、物陰

に隠れるとか足音を忍ばせるとかの手段がほぼ使えない。つまり、逃げ切るため

には、ひたすら走ってひたすら距離を開く くらいしか手がないのだ。

進行方向。

服装がばらばらな男たちが五人ばかり、次々と飛び出してきた◦服装だけを見

るなら、全員が旅行者風。このコルナデイルーチェにおいてそれはまったく珍し

いものではない。しかし、揃いの訓練を受けていると思しき動きと、手にした大

仰な火薬銃、そしてお世辞にも友好的とは言えそうにない視線とは、少なくとも



街を行く一般的な旅行者が備えているようなものではない。

(......回り込まれたР:)

足を止め、反射的に振り返る。

もちろん、それまでの追っ手も、変わらずにこちらを追ってきている◦見える

範囲で七人。駆け足で坂を登り、こちらとの距離を詰めつつある◦その手の中に

は、また違うタイプの、大げさなサイズの火薬銃。

火薬銃はその名の通り、火薬の爆発を利用して弾丸を飛ばすタイプの携行兵器

だQ特徴のひとつとして、サイズと威力が相関関係にある。つまり、大きな火薬

銃は、それだけ破壊力も大きい。片手で構えられるようなサイズの火薬銃です

ら、「ちよっと暗殺」くらいの用途には充分な威力が出る。それより大きなもの

を持ち出すということは、すなわち、それなりに本格的な市街戦を想定している

ということ。

(撃たれたら、さすがにちよっと痛そう)

喰人鬼は、隣人である諸種族のほとんどに比べ、ほんの少しだけ頑丈にできて

いる。「それなりに本格的な市街戦」程度の銃撃では大した傷を負わないし、そ

の傷もすぐに治る◦単眼鬼も頑丈さについては同様であり、つまり、彼らの攻撃

によって自分たちが傷つけられることについては、さほど心配はいらなそうだ

-と、ナィグラ^ —卜は考える。

前方の旅行者風の一団、後方の軍服な一団、双方がお互いのことに気づく。

無言で足を止め、距離を保つたままで、警戒もあらわに火薬銃を構える。

「あら……」

挟み撃ちされたのかとも思つたが、どうやら違うらしい。

二つの違う勢力が、共に予想していなかつた場所とタィミングで遭遇した、と

いうところだろうか。

「……あなたたちは、何？」

旅行者風の一団に尋ねてみたが、返事はない。

「そつちの人たちは、護翼軍なのよね？」

軍服の一団に尋ねてみたが、こちらも同じ。



「う-—

1•それから

あの夜から、既に三日が経っている。

それは、ある意味において、平和な三日だった。

ラキシュは、寝ている時間が増えた。マゴメダリにょれば、複数の人格が割れ

て混ざってなどといぅ複雑な状況になった以上、しばらくは体も心もまとまった

休息を求めてもおかしくないといぅことだった。むしろこれまでの睡眼が少なす

ぎた、気を張って無理を重ねてきたのかもしれない……などと言われると、心配

を通り越して、申し訳ない気持ちにもなってくる。

食材の調達は豚面種たちに任せたが、その調理はナィグラj卜の役目だった。

「男の子の口に合うかはわからないけれど」などと謙遜めいたことを言っていた

が、なかなかどうしてその味には文句のつけようがない。特に羊肉を使った料理

のレパートリーとその繊細な味付けに関しては、こんなものを小さいころから食

ベ続けてきたのかティアットたちは、と妖精たちが妬ましく思えてしまうほど。

そしてフエオドールは、日夜を問わず、街中を走り回り続けていた。

豚面種たちの人脈、財力、情報収集力などは充分に使わせてもらっている。け

れどそれだけでは足りないものがいろいろとあるし、そもそも他人に任せること

のできない裏工作も棣々存在する。結局は自分の足で動き、自分の目で見て、自

分の手で働くことが一番だった。

たまに隠れ家に戻り、皆の顔を見ながら食事をして、また外へと出ていく。

マゴメダリたちを連れての脱出の準備と、それ以外の備えとを、大急ぎで組み

立てていく。

fT

中天にかかる太陽が暖かい。

広場の噴水近くで、有翼種の子供たちが、鳩に餌をやっている◦砕いた煎り豆

をばらまくたびに、必死になった鳩たちが次から次へと群がってくる◦子供たち

は楽しそぅに笑い、次の豆をまく。次の鳩がどこかの空から降りてくる。

四人掛けの長いベンチの端に、フエォドールは座る。



すぐ近くの屋台で買ってきた包み羊を紙袋から取り出すと、一口かじりつく。

しんなりとした葉と、少し冷えて固くなつた羊肉。この街の名物だということで

買ってはみたけれど、期待ほどの味というわけではなかった。

まぁ、それこそ名物なんてものは、所設こんなものかなと思う。まずいという

ほどではないし、そもそも今の自分は腹が減っている。大きな 一口で残りの半ば

近くを胃に収め、そこから三口で全てをたいらげる。残された紙袋を小さく丸め

て、ポケットに収める。

「——あの子に、堕鬼種の瞳を使ったのね」

話しかけてくるその声に、驚きはしなかった。

そろそろ来るだろうなと思つていたし、だからこそ、一人でこんな場所へ来た

のだ。

一ああ」

頷き、視線をベンチの反対側へと向ける。上品に姿勢を正して座る、オデッ

卜•グンダカールの——実姉の横顔が、そこにある。

「それも、ちよつとだけ強力にやつたみたいじゃない」

世の中にはいろいろな生き物がいる◦体色を周囲の景色になじませ身を隠す

蜥螺だとか、捕食される寸前に体から雷を放つ魚だとか、悪臭を放ち敵を寄せ

付けない鼠だとか。特に、大型の獣に捕食される小動物に、その手の特技を持つ

ものが多い。

堕鬼種の持つ瞳の力も、おそらくはそういったもののひとつだ。至近距離で視

線を合わせた者の心に暗示をかけて、敵意や警戒心を削ぎ、親しい友人であるか

のような一時的な錯覚を与える。ちよっとした催眠術。

大して強力な力ではない——というより、はっきり言って、役立たずの力だ。

そもそも条件がひどい。至近距離で視線を合わせるだけではなく、その時周囲

がほどほどに薄暗い必要があったり、両者が適度に興奮状態であったりする必要

がある。いったいどうやって、敵対していたり警戒されていたりする相手を、そ

んな状況に引きずり込めというのか◦しかもあれだ、そこまでの条件を乗り越え

られたとしても、成功率は決して高くないのだ。やってられるかそんなもん。



条件と結果が、かみ合っていない。とても、実用に堪えるものではない。

......フエオドールも、長いこと、そう思つていた。

「そうだね。自分で思ってたより、ちよっとだけ強力にできたよ」

drCK、'二

いまラキシュの心を惑わしている力は、ちよつとした催眠術などという言葉で

表せるようなものではない。明らかに、これ以上ないほど依存させてしまってい

る。

「そうね。さすが私の弟、やっぱり天才だった」

「いや、そういうのはいいから」

「そう言わずに、誇らせなさいよ。うちの愚弟を手放しで褒められるなんて、

めつたにないことなんだから」

「……ほんと、そういうのはいいから」

本気で鼻を高くしているようにも見える姉から、視線を切る。

「何か、言いたいことがあるんだろ？ 遠回しなのはらしくないよ、姉さん」

短い間を挟んで、

「あの子を早く殺しなさレ」

突然◦広場に群れていた、十羽を超える数の鳩が、一斉に飛び立った。

抜け落ちた灰色の羽が、陽光を浴びて七色に輝く。

「、っすうす気づいているんでしよう？ その瞳の本当の力は、ちよっと便利な催

眠術なんてものじやない。弱体化の結果としてそんなふうにしか扱われなくなっ

ていただけで、本質はまるで別のもの」

静かな声で、オデットはそう言う。

「自身と相手の心の欠片を交換する。それが、私たちの原点が誇っていた力の特

性だったそうよ」

「原点？」

「そう◦かつて堕鬼種は、人間種と敵性精神体……悪魔とのハーフとして生まれ

た種◦代を重ねた今でこそこうして肉体に縛られているけれど、始まりは精神体

に近いものだった」



へえ、と思つた。

堕鬼種の成り立ち、その知識自体は、大して驚くような話ではない。堕鬼種は

鬼種の一種であり、鬼種は五百年以上昔に人間種から変異し、種の枠組みから踏

み外した血筋の成れの果てだ。そこまでは、常識とまでは言わないまでも、比較

的よく知られていること。

ただ、肉体を得た精神体という話は初耳だったし、少し感じるものもあった。

それは、自分が知る黄金妖精たちの在り方と似ていたから。

「自分と相手との心の境界を突き崩し、混ぜ合わせる。それが、この瞳のやって

いること。規模が小さいうちは、お互いの中に自分に通じるものを感じ取る程度

の効果にしかならない……その、わずかな親近感だけが結果となる」

ォデットの声が、硬い。

「けれど、交換する心の量が、ょり多ければどうなるか◦五感や記憶が混ざり合

い始める。感情や思考の境界が薄れる。いろいろ便利ではあるけれど、もちろん

危険な状態ょ。放っておけば、あなた自身の人格が突き崩されて、なくなってい

く」

ぶっ——と。意識せずに、小さく噴き出していた。

「何がおかしいの？」

「え......あ、あれ？」

問われて、自分の口元の歪みに気づく。手を当てて確かめる◦確かに、フェォ

ドール•ジェスマンの顔面は今、笑っていた。

「......そのうち、幻聴や幻覚に悩まされることになる。自分一人でいるときに

も、すぐそばに誰かが見えてしまう。話もできてしまう◦それはもう、末期の危

険信号」

口元を隠したまま、笑いを押し殺す。

そうか、幻聴や幻覚は末期の危険信号なのか。そいつはまた、困った話だ。

自分が瞳の力を振るった相手は、ラキシュ•ニクス•セニオリスー人だけでは

なかった。『死せる黒瑪瑙』。鏡の向こうにいる黒髪のあいつ。ラキシュを相手

に一度開いた瞳の力の堰を、あの時の自分は、うまく閉じられていなかったのだ



ろう。あの暗がりの中で『黒瑪瑙』と目が合って、どうやらその時に、力は再び

二人の心をかき混ぜた。

「解除の方法は簡単ょ◦相手を殺してしまえばいい。心を失ってしまった者と

は、混淆状態を維持できない。回復に多少の時間はかかるけれど、あなたは、あ

なた自身の心を取り戻せる」

ふうん、と気のない鼻返事をしてから、

「その話、姉さん自身の経験談？」

ilねた。

「そうよ」

シンプルな返答を、受け取つた。

皮肉の利いた話だと思う。

心が砕ける。人格が混ざる。自分自身が薄れて、消えて、無くなる。

原因も経緯も違うけれど、まるで黄金妖精たちのようじゃないか◦よりによつ

て、あの子たちの生き方を否定したいと動いているこの自分が、似たような終わ

りに向かつて一歩を踏み出すことになつていたなんて。そしておそらく、その力

とその現状が、いまあのラキシュさんの命を繋いでいるなんて。

面倒なことになつたな、とは思う。

自分が消えるのだということに対する本能的な恐怖も、沸き上がつてきてい

る。ベンチも大地もすり抜けて地のそこまで墜ちていくような、強烈な喪失感。

そして、また。嬉しく思、っ気持ちもまた、この心の中には、確かにある。

この恐怖は、おそらく、あの妖精たちが抱いているものと同じものだ。いま自

分は、遠いところで戦い続けている彼女たちの背に、少し近づいたのだと。

口元が緩むのは、つまり、そういうこと。

「それで？わざわざその忠告をしに来てくれたの？」

「そうね、いちおうそれも、本題のひとつ。弟の体を気遣える程度には、優しい

姉でいるつもりなのよこれでも」

ははは。さすが正統派堕鬼種◦しれつとした顔で、信じたくなるような嘘を吐

く。そういうところ、自分も見習わないといけない。



「もうひとつの本題は、こつち。今回のマゴメダリ先生の件、協力してほしい

の」

г獻だょ」

「なぜ？あなたの目的は、妖精たちに成体化調整を施すことでしよう？ だつ

たら他の道がないことくらい分かつているはずよ。このままでは彼は護翼軍に殺

される」

「それは困るな」

「だつたら」

「今度はあいつらを、帝国の兵器として使い捨てさせろと？一

「......ええ、そうよ。そしてそれも、あなたにとって望ましいことのはず」

へぇ、と眉を歪めて先を促す。

г貴翼帝国は貪欲よ。有効な兵器を得れば、すぐさま侵略の鉢とする。護翼軍の

横槍を撥ねのけられるほどの力ともなればなおのこと。そしてそれは、あなたの

本来の目的にとっても都合の良いこと。『浮遊島を減らす』つもりなんでしよ

う？」

「ま、そうなんだけどね-」

あくびを、ひとつ。

決して話が退屈というわけではなかったけれど、ここからは、少しリラックス

して話したかった。

「......フエオド丨ル？」

「ちよっと、思い出話みたいになるんだけどさ。姉さんは、マルゴのこと覚えて

る？」

尋ねてみた。

マルグリット•メディシス。それは、かつてエルビスの名家の御曹司であった

フェオドールの、許嫁の名だ。初めて出会ったのは、フェオドールが十、マルゴ

が七の時。双方の家は二人が男女の関係になることをもちろん望んでいたが、当

の二人はまったくその意に添うことなく、家族のように——小さな子供とその面

倒を見る兄のように、ゆっくりと仲を深めていった。



「ええ、-もちろん、覚えてる」

どこか硬さを感じる^!尸。オデットは頷いた。

「子供は、苦手だったんだ。ちよっと®しい顔を見せたら、すぐ懐く。ひっつい

てくるし、よじ登つてくるし、まとわりついてくるし、かじつてくる。こつちが

腹の中で何を考えてようと、おかまいなしだ」

「フヱオド■—ル-」

「そして、少し目を離した隙に、いなくなる。別れを言う暇もなく」

ぼんやりと、フエオド^ —ルは語る。

「楽しかったんだ。ああ、そうさ。認めるよ。あの時、マルゴと一緒にいて、

ずっと楽しかったんだ◦なのに、最後に見たはずのあいつの顔を、思い出せない

んだ。泣いてたのか笑ってたのかすら、分からないんだよ」

うまく、言葉が出てこない。

声に込めるべき感情も、うまく定められない。

「それでも、忘れられると思ったんだ。大義のために戦って、義兄さんのやりか

けていたことを正しく継いで、そういう生き方をしていればそのうち思い出さな

くなると思ってたんだょ。だけど」

息を継いで、

「無理だった。僕は繰り返したんだ。懐かれて、ひっつかれて、ょじ登られて、

まとわりつかれて、かじられて、楽しくて、嬉しくて、なのに、また、目を離し

たんだ。リンゴはいなくなった。別れを言う暇もなかった。そして僕はまた、最

後に見たあの子の表情を思い出せない」

一度、言葉を止める。ゆっくりと、空を仰ぐ。

「——だから、僕は、もう、あいつらをどこにも、送り出させたくない」

「フヱオドール、あなた」

「わかってる。僕は無茶苦茶を言ってる◦理屈になってない、一時の感情だけで

とんでもないことを言つてる。わかつてるんだ」

けれど、それでも。

そもそも自分は、理想のためにこの世界を変えようなどと言い出したのだか



ら0

一度見つけてしまつた、自分自身にとつての理想を、捨てることはできない。

「だから、あいつらを兵器にしようとする者は、護翼軍だろうと貴翼帝国だろう

とあいつら自身だろうと、全て、僕の敵だ」

ゆっくりと、時間が流れていく。

オデットが、立ち上がる。

「あなたには、失望した」

「奇遇だね◦僕もだよ」

冷たい声に対し、苦笑を返す。

「あなたの幼稚な理想に興味はない。先生は私たちがもらう。立ちふさがるとい

うなら、遠慮しないで潰すわ」

「させないさ。彼は、姉さんたちには決して渡さない」

フエオド^—ルもまた、立ち上がる。

オデットに背を向け、歩き始める——

「ひとつ、最後に聞いてもいいかしら」

足を止める。

去り際に質問とは、なんとも趣味が悪いものだと思う。会話の緊張感が解けた

ところを狙い擊ち、相手の素顔を弓き出すための話法ということか。 まあ、

「何さ？」

そうだとしても、別に困らない。既に正直な気持ちは伝えたのだ。これ以上引

き出されて困るような秘密は、フヱオドールの中には、あまり残っていない。

「もしも......」

ひ^

どういう演技なのか、ためらうような響きを込めて、オデットの声が問う。

「もしも、リツタちやんが生きてたとしたら......もう一度、会いたいと思う？」

「は、」

残酷な質問だと思った。

希望の中には、その存在を仮定して考えるだけで辛くなるというものがある。



これは、まさにそういう類のものだ。

「会えるわけ、ないだろ」

フエオドールは大げさに肩をすくめた◦背を向け合っているいま、どんな仕草

も姉には見えないだろうと分かっていたけれど。

「あの子が大好きでいてくれた優しい許嫁のお兄ちゃんは、もうどこにもいない

んだ。薄汚れた今の僕が、どの面を下げて、あの子の視界に入れるって言うんだ

よ」

「そう......そうね」寂しそうに、「あなたたちなら、そう答えるわよね」

あなた、たち。

どうい/っ意味だろう、と思い振り返る。

だが、オデットはもうそれ以上、どのような言葉を残すつもりもないらしかっ

た。その背中は既に遠ざかり、人込みの向こうへと消えようとしているところ

だった。

勝手に会話を続け、勝手に会話を切り上げる◦いかにもあの姉らしい話だと

思った◦理不尽で、気伲で、何を考えているのかを読ませなくて、そして、いつ

もろくでもないことを考えている。昔から、何も変わつていない。

「......ん？」

オデットのすぐそばに、翼を持った誰かが近づいてきたのが見えたような気が

した。

確認しようにも、まばたきひとつの後には、もうそこには雑踏が見えるだけ。

「ナツ......クス？」

翼から連想して、鷹翼種の友人の名が、思わずこぼれた。

しかしもちろん、そんなはずはない。副業についてはさておき、彼の本業は第

五師団に所属する上等兵であって、今は38番浮遊島で軍務に悲鳴をあげているは

ずなのだから。

例の、精神の混濁が見せる幻覚……の類とは、違うような気がする。ナックス

を相手に瞳の力を使つたことなどないし、いま彼を身近に感じているというわけ

でもない。気のゆるみの見せた、ただの錯覚なのだろう。



「しつかりしろ、僕」

改めて、姉と敵対した。そのことの重みを嚙みしめる。

味方にしても信用できないが、敵に回すと危険極まりない。それが堕鬼種とい

うものだ。そしてあの姉は、落第気味のフェォドール•ジェスマンと違って、清

く正しく正統派の堕鬼種。自分は今、本当に面倒な相手に、宣戦布告をしたの

だ。緩んだままでなど、いていいはずがない。

自分の頰を両手で張って、気合いを入れた。

2•愛し合わない二人は

しよ/っそ、っ つの

カレンダーを見ると、焦燥が募る。

38番浮遊島での戦いの日まで、もう時間がない。その日が訪れれば、ティアッ

卜とコロンとパニバル、あの三人の兵器は本来の用途のもとに使われる。

その前に、どうにかして妖精倉庫の問題を解決して。さらにそのことを、彼女

たちに伝えて。「自分たちが犠牲にならずとも後輩たちは無事に生きていけるん

だ」という確信を持たせ、固めていたであろう死の覚悟を覆させなければいけな

V

だから、

「例の飛空艇ノ都合がつきましたヮ」

例の豚面種の美女からその報せを聞いた時には、天井を突き破らん勢いで飛び

跳ねかけた。

例の、というのはつまり密輸船だ。フェォドールたちがこの浮遊島に来た時に

使つたものょりも、さらに隠匿性に気を遣つている。そうでなくとも単眼鬼は目

立つ。そして、行き先が誰かにバレてしまつては意味がない。

ここ数日に護翼軍が港湾区画の警備を強化していることもあり、時間がかかつ

てしまつた。けれど、まだ間に合う。間に合えば、何とでもなる。してみせる。

テイアットも。コロンも。バニバルも。リイエルも。戦場になど、送らせな

V

「というわけで、出立の時です！」



部屋に飛び込み、高らかにそう宣言した。

続いた徹夜のせいで、やたらとテンションが高い。マゴメダリとナイグラー

卜、二人が肩をびっくりさせてこちらを見る。

「空に出る準備が整いました。夜明け前には行ってしまいたいので、準備をして

ください。引き続き豚面種たちのサボートはもらえるので、かさばる私物は移動

した先で再調達ということでお願いしま——どうしました？」

二人の顔を交互に見る。

「いや。……そうか、準備ができたのか」

マゴメダリが特注の椅子から立ち上がる。

「ひとつ、聞いていいかなフエオドール君。そんなタィミングではないとは思う

んだが、できたら今のうちに、君の意思を確かめておきたい」

「はぃ？」

「もし、浮遊大陸群の無事とラキシュ君の命一人を天秤にかけるとしたら、君は

どちらを選ぶ？」

——はい？

「それは、心理テストか何かですか？あなたは性的に抑圧されています、みた

いな」

「似たようなものでは、あるかもしれないな。性的な結論は出てこないけど」

少し考える。少しだけしか考えない。

「ラキシュさんですね」

「......だろうね。けれど、どうして？」

「理由は二つ。ひとつめは、そもそも浮遊大陸群の無事なんてものがクソくらえ

だからです。世界はもっとわかりやすく脅かされていたほうがいい。誰もがちゃ

お广

んと怯えて、傷ついて、備えて、戦うようにならないといけない。そうしない

と、傷も戦いも押し付けられてる子たちが報われない。彼女たちが報われないと

なつとく いきどお

い、っことに、僕は納得できない。この潰りはも、っ、僕の中では動かない」



ぅなが

マゴメダリは黙って先を促してくる。

「ふたつめは、そもそも僕がラキシュさんを見捨てることはないってことです

彼女を深く傷つけたのは僕だ。僕には彼女を一

とちゆ/つ

」幸せに、という言葉を途中

飲み込み「I

は動かない」

「そう、か」

これ以上傷つけさせない義務がある。この決意ももう、僕の中

マゴメダリは小さく首を振つた。

「君はどうやら性的に抑圧されているようだね」

「そういう結論出てこないつて言つてましたよねР:」

「冗談だよ。いや、君という人格がどういうものなのか、確かめさせてもらつ

た。そこまでしつかりと行動方針を固めているなら、/っん、心配はいらないな」

どこかぎこちない笑顔で、ばんばんと背中を叩かれる。もちろん加減はしてい

るのだろうけれど、一撃一撃が漆喰の壁程度なら突き崩せそうな威力。とても背

中が痛い。

「僕も決めたよ。小さな妖精たちのことは任せてもらっていい。悪いようにはし

なぃ」

Г......博士！」

喜びが溢れてくる◦それは、それこそが、ずっと聞きたかった言葉だ。

「ナィちやんもそれでいいよね？」

振り返って尋ねた先、喰人鬼の女は、どこか暗い表情で——もっともここ数日

ほとんどずっと似たような顔でいたのでそれが素なのかもしれないが——何かを

考え、そして頷いた。

「わかってる。先輩を、信じるから」

「嬉しいよ」



二人のやりとりはどことなく重苦しく、悲壮な決意すら感じさせるものだっ

た。しかしそのことにフエオドールは気づかなかった。よぅやく事態が善い方向

へと動き出した喜びに、それどころではなかった。

fT

どれだけ眩しい光明が見えたとしても、入念な準備が大切であることには変わ

らない。隠れ家から港湾区画への道を、自分自身の目で確かめる。

その道の途中、どうしようもなく、ファルシタ記念大広場のそばを通ることに

なる。

「……ま、大丈夫かな」

それは、とても有名な観光地だ。港湾区画のすぐ近くということで、人通りも

多い◦多くの歌劇や映像晶石でも舞台とされている。そのせいでロマンス大好き

な人々にとっては特別な場所であるらしく、種族を問わず多くのカップルにとっ

て至高のデートスポットに数えられているのだとか。

(問題は、ここだよなあ……)

既に夜中である◦太陽は沈み、街灯の放つほのかな光だけが世界を照らしてい

る。一部夜行性の種族を除き、ほとんどの者にとって、夜は休息の時間だ。だか

ら街からは人通りが減るし、自分たちのように人目を忍んで動く者たちにとつて

都合がいい。

この場所は、例外のようだった。

ぱっと見渡しただけでも、いるわいるわ◦広場のあちこちの薄暗がりに、ムー

ドを出した二人組の姿が見える。種族は様々で、犬もいれば猫もいれば蜥蜴もい

て、さらには鳩やら鷲やらの姿まで見える。夜にはほとんど目の見えない彼らが

ここまで来るのはそれなりに大変だっただろうに、そこまでして浪漫溢れる夜を

過ごしたかったのか。

(周り見えてなさそうだし、大丈夫かな)

できるだけ周りを見ないように気をつけつつ、広場に踏み入ってみる。

案の定、どのカップルたちもお互いのパートナーを見つめることに夢中で、一

せ、i



人で歩くフエオドールのことなど見向きもしない。そうだよな幸せは視野を狭め

るもんだよないろいろ見えなくなるよな、などとひねたことを考えながら歩を進

める。

ファルシタ記念大広場の中央には、大賢者像が立っている。

地上で〈獣〉たちに脅かされていた多くの者たちをこの浮遊大陸群へと導いた

と言われる、伝説の偉人。今も大陸群のどこかで、世界の行く末を見守り続けて

いるという。

「......どうせなら、見守るだけじゃなくて、ちゃんと護つてくれよな」

そんなぼやきをこぼしてから、すぐにそのことを恥じる。

力ある者に守護を押し付けて、それを当然のことのように受け止めて、被害の

責をその守護者の力不足や怠慢に求めて。それは、フエォドールが忌み嫌ってい

る連中の考え方そのものだ。

誰にだって、事情があって。大切なものがあって。そのために差し出せる精一

杯の何かがあって。そんなこと、他の誰も知らないのが当たり前で。

もしかしたら自分がやろぅとしていることには何の意味もなくて、当たり前の

世界の当たり前の在り方に石を投げているだけなんじゃないかと、そんな気持ち

すら湧いてきて、そんなことをぼんやり考えていたせいで気が付くのが遅れた、

「……え」

г……ぁ」

すぐ近く、同じ大賢者像を見上げて、一人の少女が立っている。

明るい若草色の髪が、夜闇の中、眩しく輝いているよぅに見える。

「ぉ——」

それぞれの口が大きく開き、驚きの声が迸り出そうになる——のを、同時に前

方に跳躍、互いの口を手のひらで覆うことで何とか防いだ。

混乱が頭を満たす。なぜこんなところにテイアットがいるのか。分からない。

分からないけれどこの距離はまずい。見たところテイアットも平服姿で、特に武

装はしていない。そしてお互いに非武装となれば、格闘で自分に勝ち目などある

はずもない。



「ど」テイアットの指を嚙みそうになつたので、手を引きはがして「どうしてこ

んなとこにいるんだよ？」

衆目を集めたくはない。小声で、そう尋ねた。

「そ」フエオドールの指は軽く嚙まれた、痛い「そんなの決まつてるじやない、

きみを追いかけてきたの」

テイアット側も事情は同じだったか、やはり声は潜められていた。

「……今度は何、企んでんのよ」

わかるだろ、と答えた。

わかるけど、と返ってきた。

「ちようどいいから、いま教えておくよ。マゴメダリ博士はもう確保している

し、協力の約束も取り付けた。きみの後輩たちの命は、もう護翼軍の手を離れた

んだ」

「うそ」

テイアットの目が、大きく見開かれる。

「え、でも、あのおじさんを連れて逃げてるのはナイグラートだって」

「彼女もいま僕たちと一緒にいる◦事情も聞いたし、協力も取り付けた」

勢い込んで、続ける。

「君たちが戦う必要も、死ぬ必要も、もうないんだ。いや、なくしてみせる」

「……馬鹿だよね、きみ。ほんと、底抜けの大馬鹿」

呆れたように、あるいは心底から呆れて、テイアットは特大の溜息を漏らす。

「とまぁ、そんなわけで」視線をそこらに泳がせて「君たちが軍の言いなりに

なつている理由はすぐに消えるんで、君もコロンもハニ、ハルもリイエルも、もう

〈十一番目〉と戦わなくていいんだ-」

「しっ」

議。

テイアットが、飛びついてきた。

組み技の一種か、と全身が反射的に緊張した◦しかし予想に反して、テイアッ

卜の両腕はフエオドールの背のほうへと回されて、抱き寄せられて、それはまる



で恋人の抱擁のようで、

「ちよ、え、あれ？」

「しっ」

身長にそれほどの差がないため、互いの耳元に唇が寄せられた形になる◦ティ

アットの鋭い息が、フエォドールの耳元をかすめた。

「見回り、いるから」

言われて、意識を周囲に巡らせる。確かに。広場の中に踏み込んでこようとし

ている気配がいくつかある。そのどれもが、どうやら帯剣し、火薬銃も下げてい

る。少なくとも、ここで恋人同士の逢瀬を楽しもうとしている様子ではない。

「護翼軍？」小声で尋ねた。

このファルシタ大広場において、抱き合う恋人というものは背景に等しい。怪

しまれないための即席の小細工としては妥当と言える。しかし、演技とはいえ、

好きでもない男に抱き着いてまで偽装するというのは、どうしたものか。

「警戒、強化されてるの。ピリピリしてるし、いろいろと容赦もない。第一師団

は第二とも第五とも方針か違う◦もうきみの手配書も回つてるし余白に『負

傷状況を問わない』つて書かれてる。いまきみが捕まつたら、ちょつと、楽しく

ないことになると思う」

「具体的には」

「取調室で、不幸な寧故が起きる」

……それは、確かに、ちょつと楽しくない。

「きみは、それでいいのか」

「よくないよ。よくないから、こんなことしてるんじやない。きみを捕まえにこ

の街まで来たのに、きみを逃がすよぅなことをしてる。_分でも何やつてるのか

よくわからないけど、でも、しょぅがないじやない——」

足音が。

近くで、止まつた。

まずい、と思つてフエオドールは両腕をテイアットの背に回した。そのまま、

強めに抱きしめる◦テイアットの全身が、恐怖か緊張かで、一度びくりと震え



る。

гごめん。怪しまれてるつぼかつたから」

「わかつてる」

二人ともが、互いの体を、力強く抱きしめる形になつている。

テイアットが、小さく震えているのが分かる◦言葉でこそ冗談めかしている

が、その小さな体の内側に、恐怖を抑え込んでいるのだと知れた。今もまだ護翼

軍に属し、その現状を目の当たりにしているこの娘は、いつたいこの数日に何を

おド

見てきたのだろう。何を感じ、何に怯えてきたのだろう。

「よかった」

ティアットの小声が、安堵を伝えてきた。

「元気そうで。毎日なんだか大変なことになってるから、衝我してるかもと

か……死んじやつてるかもとか、ちよつと、怖かつた」

「それは、捕まえるのは自分だ他のやつには渡さない、みたいな意味で？」

「茶化さないで。わたし、真面目な話、してるの」

毅られた。

「どうして......きみ、こんなこと、してるのよ一

怒られるついでに、説教めいた口ぶりで、テイアットが囁いた。

「そんなに強くないのに◦わたしたちを助ける義理だって、大してないのにさ。

どうして、こんな危ないこと、するのよ」

「僕は強いし、君たちを助ける理由ならいくらでもある◦というか、その手の話

はもう充分にやっただろ。平行線の再確認ってのは、好きじやないな」

「でも......、七変わりと力ある力もしれないし」

「ないね◦あるとしたら、それは君たちが先に心変わりをした場合だけだ。今す

ぐ全員で待遇改善を訴えてストライキ、そんくらいすれば僕だってやり方を変え

るさ」

「あの。わたしたち、兵器であって軍人じやないんだけど」

「兵器がストライキしちやいけないなんて、どこの労勵法にも書いてないさ」



これを詭弁とは言わせない。

そもそも兵器が自発的に行動をしている時点で異常であり、法の外にある状況

なのだ。法に守られていない者を法で縛るなど、理屈に合っていない。

抱擁を少し緩め、ティアットの頭を両手で挟む。すぐ目の前に持ってくる。

目と目を合わせて、

「君たちの生き方が気に入らないんだ◦君たちを大切にしない全てのことにむか

ついてるんだ。君たち自身だって、例外じゃない——」

足音。

近づいてくる。

護翼軍の兵士の一人だ◦たまたま足をこちらに向けているだけなのか、それと

も自分たちをピンポィントで#しんでいるのか、それは分からない。

恋人関係を偽装しなければ、と思つた。

すぐ目の前に、どこか緊張したようなテイアットの顔があつた。

瞳が揺れている。

唇が、近づいた。

吐息が絡み合ぅ。

至近距離、少女の目が閉じて、

自分の体がどぅ動いているのかが分からなくなって、

なぜか頭が、真っ白になって。

г……何してくれてんの」

拗ねたようなティアットの声で、我に返った。

頰を少しだけ赤く染めた少女が、不満そうに唇を尖らせている。

「え？ あ、あれ？今、僕......」

ほんの数秒ほどの間、理性が体の制御を手放していた。体が勝手に、欲するも

のを欲するままに動いていた。

「ここがどこだか、わかってるの？ ファルシタ大広場の大賢者像前◦想い合う

二人が愛を誓っちやったら、五年は幸せにさせられるっていうご利益があるんだ

からね？」



——そういえば、そういう話を聞いたこともある◦浪漫のある話だが今のとこ

ろ科学的根拠はなく、迷信の類でしかないとされているはずだけれども。

「もしかして、こ/っいうの、慣れてる？」

「なんで」

「だつてほら。怒らないから」

「別に……」わずかに目を逸らして「好きな人とじやなければノーカウントで

しょ、こんなの」

「それでいいの？」

「そうしとかないと、今すぐきみのこと、絞め殺したくなつちやうし」

じやあ、そういうことにしておこう。

そういえばこの子は——思い出す——先輩に憧れていたのだった◦とても強く

て、とても素敵で、とても熱い恋に生命を燃やした先輩。自分も、誰か素敵な男

性と、こういう時間を過ごしたいと願っていたはずだ。この場所でそいつと愛を

誓って、五年の幸せを嚙みしめたいと思っていたりもしたはずなのだ。

その夢を、たぶん今、自分は穢している。

「ラキシュは、元気？ 一緒にいるんでしよ？」

話題を切り替えられた。ああ、とフиオドールは小さく頷き、

「……少し、雰囲気は変わったけどね」

「だったら、いいの◦大事にしてあげて。あの子、ちよっとだけ、寂しがり屋な

ところ、あるから。一人きりになつたら、きつと泣いちやぅから」

そこまで言ってから、思い出したよぅに、

「やらしいことは、ほどほどにね」

余計な一言を、付け足す。

「しないよ!?: なんでそこでいきなり理解ある親アピールみたいなこと言い出す

のさ!?:」

小声で叫ぶ。難しいけれど、言わずにはいられない。

「だって、親じやないけど、わたしはあの子のお姉ちやんだから」

ほんの数か月だけ、発生したのが早かった。それだけのことを、胸を張って



ティアットは誇る。そして誇った分だけの愛情の権利を主張する。

「そりやあ、悪いやつの毒牙にかけさせるってのは、やな話だけどさ◦本人が望

んでそぅなことまで邪魔はしない。妹の幸せを優先して、いろいろと我慢する

の」

それはまた、立派な心掛けでいらつしやることで。

見回りの気配が、ゆっくりと遠ざかっていく。

体を離す。風が吹き抜けていく。肌に残っていたぬくもりが、瞬く間に消えて

いく。

唇にだけ、一瞬の柔らかさの記憶が、ほんのわずかに残っている。

(-好きな人とじやなければ、ノーカウント)

そういうことなら、そういうことでいい。けれど、カウントしようがしまい

が、しばらく忘れられそうにないということに変わりはない。少なくとも、自分

にとつては。

......ティアットのほうの事情までは、分からないけれど。

ティアットが拳を振り上げて、

「絶対粉砕おと一さんパンチ……」

ぐにやっとした軌道の、謎の拳。卵も割れないようなか弱さで放たれたそれ

が、ぽすりと、フヱオドールの胸元に浅く刺さる。

かゆ

もちろん、痛くも_くもない。

「……つてわけにはいかないよね、うん」

「何、それ」

「何でもない。夢の中の話」

そう虚ろな答えを返して、ティアットは、どことも知れない彼方に視線を投げ

た。

「寒いし、もう帰る」

歩き出す。

「さつき言つたのは、本当だよ。君たちの後輩は、軍ではないところで調整を受



けられる。無理をして君たちが戦う理由は、もうないんだ」

追いすがるように、隣に並ぶ。

「そんなこと言われても、君の言葉だけじゃ信じにくいし、それに」

短ぃ1|1。

「……それに、何さ？」

「ん、何でもない。それより、今回だけは見逃すけど、次に追いつめた時はちゃ

んと捕まえてやるんだから。覚えときなさいよね」

びし、と人差し指を突きつけられる。

「……悪いけど、僕は、誰とも、再会の約束はしない。そう決めたんだ」

つか

その指を掘んで、あさつての方向へとずらしてやる。

「そつちの都合は知らない。おとなしく捕まる約束をしなさい」

ふふんと鼻を鳴らし、なぜか偉そうに言う。

「きみはもう少し、ひとの話を聞いて、ひとの事情を尊重するようにしよう

ね？」

そんな軽口を交わしながら、広場の出口へと向かう。

ふと、思い浮かぶ。

想い合う二人がここで永遠の愛を誓えば、五年の間は幸せになれるという話。

五年が経ったあとの永遠がどんなふうに過ぎていくのかについて多少の興味も

湧くが、そちらではなく。五年の間の幸せというやつのほう。あれは、具体的に

どのような時間を過ごすことを示しているのだろう、と。

(少なくとも——五年の間は、戦場に行って大爆発とかは、しなくてすむのか

もしその解釈が間違つていないなら、今の自分は、惜しいことをしたのかもし

れない。詭弁でもなんでもお互いを想い合って、演技でもなんでも永遠の愛を

誓ってしまえば、ティアットは幸せな五年を手に入れていたのではないか。

(……そんなわけ、ないか)

妄念を振り払ぅ。

「それじや、また^ —」



元気に片手を挙げて、ティアットがそぅ言った。

「ああ。それじや、また……」

妄念の欠片がまだ頭の片隅に残っていたせいで、反射的に、片手を挙げてい

た。唇からぼろりと、再会の約束が、こぼれ出ていた。

しまった、と慌てて手で口をふさぐ。間に合っていない。ティアットがにまり

と笑うと、そのまま背を向け、夜の街の中へと走り去って行った。

「ああ……畜生、やられた」

口をふさいだままで空を仰ぐ。彼女にはいつも、こうしてぺースを崩される。

自分が、こうありたいと思う自分のままではいられなくなる。

「だから僕は、君のことが嫌いなんだ」

t

その夜、フエォドールが隠れ家に戻った時。

部屋には、誰の姿もなかった。

まさかと思った◦姉がこの場所を突き止めて連れ去ったのか。護翼軍が押し

入ってきて拘束したのか◦ナィダラートが食べたのか。

そしてすぐに、真実はそのどれでもないのだと知った。

机の上に、一通の封筒が置かれている◦表には雅な文字で「フエォドール君

へ」と書かれ、裏にはご丁寧にも、未開封であることを示す封蠟まで捺されてい

る。

ぺーパーナィフで封を切り開ける。

取り出した中身に、目を通す。

『フヱオドールニンヱスマン様へ』

あの巨体と太い指でどぅやって書いたといぅのか、細々とした綺麗な文字で、

まずはそんな文から文面が始まっていた。

『先ほどの言葉に嘘はありません◦妖精倉庫の幼子たちの未来のため、私達は私

達にできることをするつもりです。ここまでの誠意と善意に感謝を◦そしてどう

か、貴方は貴方にふさわしい戦場での勝利を収められますよう』

何度も読み返した。けれど、それで文面も文意も、変わってくれたりはしな



かった。

窓を開けて通りを見ても、もちろん、そこにあの巨大な背中があったりはしな

V

「そっか……そっちの手を採ったのか。状況がここまで動いてからそうくるって

い、っのは、ちよっと意外だったな」

壁に背を預け、やれやれと、疲れたように眩く。

こうなることを全く予想していなかつたというわけではない。しかし、ここま

での道のりが順調であっただけに、できることなら最後までこのまま何事もなく

終わってほしいと願っていたのもまた事実だ。

しかし事実として、マゴメダリは自分の意思で動き始めた。誰かに手を引かれ

るまま、ただ罪の意識に震えながら身を小さくして……いや大きかったが……い

るのを止めた。そのきっかけが何であったのかまでは、フエォドールには知る由

はなかったが。

「しょうがないな……」

状況がどう変わったとしても、目的は変わらず、やるべきこともそのままだ。

何せつい先ほど、ティアット相手に言い切ってしまったばかりなのだ◦妖精の後

輩たちの無事はもう確保済みなのだと。あの言葉は、嘘にしたくない。するわけ

にはいかない。

隣室で眠るラキシュの無事を確かめて、少しだけ安心する◦あの二人がこの娘

を害するとは全く思わなかったが、連れて行かれる可能性はあった◦そうならな

かったということは、二人はこれから、それなりに危ない橋を渡るつもりだとい

うこと。そして、このフェオドール•ジェスマンに、この娘を今後も……あるい

はもうしばらくだけ......預けるつもりだということか。

「ここまでの誠意と善意に感謝を……か◦長く生きてるくせに、うちの姉とも付

き合いがあったくせに、まったく、世間知らずなおじさんだよ◦堕鬼種の誠意や

善意が、本物なわけがないのにさ」

そうだ。こうなることを全く予想していなかったというわけではない。裏切ら

れることを、自分の読みが届かないことを、策に失敗することを、計算に入れて



いないわけがない。だから、当然、次の手は用意してある。

順調にこの街から逃げることができなかった場合のための、次善の策。

悪いだけの状況でもないのだ。うまくいく自信はないが、それでもうまく事を

運ぶことができれば、きっと、見返りは大きい。脱出プランをあのまま成功させ

ていた場合よりも、ずっと。正直うまくいく自信はないし、内心では冷や汗が止

まらないけれど。

そう、逃げることができなかった以上、行くべき道は、ひとつだけ。

五百年前に、遥か眼下の地上から、滅びは始まったのだという。

人間が滅び、古霊が滅び、土竜が滅び、竜が滅びたのだという。その後も、

それらのいずれでもない種たちは、なんとか生き延びようともがき続けていた。

その中でもやはり多くの命が失われ、多くの種が消えていった。

浮遊大陸群への道が示された後も、状況はそれほど大きく変わったわけではな

い。滅びは依然としてすぐ傍にある。それが誰であれ、生き続けようと足搔く足

しゆんかん

つか

を止めれば、その瞬間に、死の遣いの骨ばった手が、肩の上に置かれることだ

誰もが、今、そういう世界に生きている。

誰もが、今、そういう世界で足搔いている‘

横目で見えた窓ガラスに、あの黒髪の青年が映っている。

角度が悪く、その表情まではょく分からない。

だからフエォドールは、口角を吊り上げ、一人で笑い、

「戦って、全てを奪い取る」

決意を込めて、自分の為すべきことを、言葉にした。

ろ

3•交じり合う少女二人

ぼんやりとした意識が、突然に覚醒する。

そして同時に、混乱に体を支配された。

ここは、どこだ。



私は、誰だ。

見回せば——そこは、見知らぬ場所、というか、もはや場所として表現するの

が正しいのか否かもわからなくなるようなところだった◦前後左右から上方に至

るまで、限りなく広がる無明の闇◦その闇の中に、ばらばらになって散らばる、

白い陶片のような何か◦その白が、角度を変えると、七色に彩を変える。光源ら

しい光源の見当たらないこの世界の中でも、なぜかそのことは、はっきりと見て

とれる。

そしてどうやら-ё分の立つその場所も、そういった陶片の中のひとつで

あつたらしい。

屋敷ひとつの敷地ほどの、純白の狭い地平。

Г夢……よね、これって」

確信ととともに、そうつぶやいた。あまりに現実離れした光景、だからこそ露

骨でわかりやすい明晰夢。

いろいろと気にかかるものは多かったが、とりあえず足元に転がる陶片のひと

つを拾い上げてみようと、手を伸ばす◦指先が触れる。

-ラキシュ、ほらほら、早く来なさいよ！

反射的に、指を引っ込める。

声が聞こえた。いや違う◦頭の中で、情景が再生された。森の中、若草色の髪

の幼い少女が、ぶんぶんと手を振っているのが見えたような気がする◦今のは、

何だったのか。その問いの答えを求めようにも、いま触れたばかりの陶片は、目

の前で砂のように崩れて、地面——というか足元の別の陶片——に吸い込まれて

いった。

別の陶片に、触れる。

——にひひ、はやいもの勝ちだぞ！

別の幼い少女が、あんぐりと口を開けて、パンにかじりついているのが見え

別の陶片に触れる。

——はは、そういう反応もまた実に君らしい。

また別の幼い少女が、何やら楽しそうに笑いながら駆けていた。その背を追い



かけながら、小さなげんこつが視界の隅を揺れている。

次の陶片に……触れる前に、手を引いた。

いくつかのことを、理解できた◦これらは全て、「ラキシュ」の記憶だ。ラキ

シュ•ニクス•セニォリスという名前の妖精兵が、幼いころから積み重ねてきた

時間だ。ティアット。コロン。パニバル。記憶の中に見えた少女たちは、ラキ

シュの大切な友人で、家族で、同僚で、仲間だ。

「ラキシュ•ニクス•セニオリス......か」

それは、自分の名のはずだ。名前も過去も持たずに雨の中でうずくまっていた

あの時、手を差し伸べてくれたフエオドールが教えてくれた。そして、その前後

に会った他の者たちも、やはり同じ名前で自分のことを——いや、この体のこと

を呼んだ。

自分はラキシュなのだ、魔力の熾しすぎで記憶を失ってしまった(ついでに

少々性格も変わっているらしい)だけで、かつてその名で呼ばれた妖精兵である

という事実に変わりはないのだ◦そう信じていたし、信じていたかった。その心

中を知ってか知らずか、フエオド^~ルもそのょうに扱ってくれていた◦だから、

安心していられた。

けれど、もしその思い込みが正しかったとして。その「ラキシュ」の記憶を目

の当たりにして、Шかしさを全く感じないのはどういうことだろう◦まるで知ら

ない誰かの日記を読んでいるような罪悪感だけがこみあげてくるのは、なぜなの

だろう。

「気のせい……よね」

辺りを、見回す。

おそらくここまでは、悪い偶然が重なったのだ。たまたま今の自分と繫がりに

くい、なかなかピンと来ない記憶が続いてしまっただけなのだ。探せばきちん

と、これは自分の過去なのだと実感できるものが見つかるはずなのだと。そう信

じて首を巡らせて、

「……あれ……は」

見つけた。



ひときわ大きな陶片がひとつ、少し離れたところに浮いている。そしておあつ

らえ向きに、そこそこの大きさのある幾つかの陶片が、まるで階段のように間の

道を繫いでくれている。多少のアクロバットの必要はあるかもしれないが、勢を

広げる必要もない。

あれは他の陶片とは、他の記憶とは違うものだと、見ただけでなぜか理解でき

た。あれに触れて蘇る過去こそ、自分という人格に直接つながるものだと、確信

できた。

近づこうと、歩を進めようとした——瞬間。袖を引かれた。

振り返る。ぼんやりとした、光り輝く人型が、そこに立つている。

目を細めてその姿を確かめる。背が低い。髪の色は——それ自体が発光してい

るようにも見えるのでわかりにくいが、たぶん明るい橙色。年のころは十五くら

いで、どこかで見たような、というか、ここ数日の毎朝に鏡の中に見ている顔が

そこにあつて、

「......ラキシュ」

自分でも驚くほど素直に、その名を呼べた。

光が弱まる。

どこか困ったような、あるいは何かに怯えているような表情の、少女の姿が露

わになる◦優しげで、儍げで、どこか守ってやりたくなるような雰囲気を漂わせ

ていて。けれどきっと、周りの誰もが逆にこの子に守られていたのではないかと

思える、不思議な包容力すら感じさせて。

「そう。あなたが、そうなのね」

確信する。この娘が、ラキシュ•ニクス•セニオリスの本来の姿だ。フエオ

ドールが大切にして、ティアットやコロンやパニバルが親愛をもって接していた

相手だ。そしてそれは、どうやら、ここにいる自分とは、別人だ◦客観的にその

姿を他人として見ることで、それがはっきりと分かった。

そのことを受け入れる、と同時、目の前の少女が悲しそうな顔をしているのを

見る。

г……なんであなたがそんな顔になるのょ、まつたく」



泣きたいのは、こちらのほうだ。この自分は、ラキシュの記憶を持たずそれに

繋がることもないこの「誰か」は、いま改めて、あらゆるものを失つている。名

前も。伝聞の過去も。……フエォドールに大切にされる理由すらも。

彼はこのことを知つているのだろう力◦それとも知らないのだろう力◦ど

ちらだとしても驚きはしないけれど、どちらであつても寂しいなとも思う。

「ょし！」

そうと分かれば◦次にやるべきことは、決まつている。やはりここは、間違い

なくこの自分に繋がつていると確信できるあの陶片の中身を確認してから目を覚

まそう。そして、これが自分だと堂々と胸を張つて彼の前に立とう。

前に進もうとしたところで、ぐいっと腰にしがみつかれた。

——だだだだめです、行っちゃだめなんですよう——

そんな声が、聞こえたような気がした。

「ああもう、こら^なんで、あなたが邪魔するの！」

頭を押さえて引きはがそうとするも、予想以上にラキシュの抵抗は力強い。

「いいじゃないの、私にはね、あなたと違って何もないの。ラキシュがあなたの

名前だっていうなら、私にはもう、自分の名前すらない」

この胸にある強い思いといえば、フエオドールへの信頼の気持ち。しかしそれ

すら、彼が自身の能力で、空白に近かったこの心に押し付けてきたものであると

いう。そうなれば、その信頼の気持ちを自覚するよりも前の感情……本当に元か

ら自分自身の中にあったものは、あの行き場のない僧悪の炎だけということに

なつてしまう。

何かひとつだけでもいい。自信をもって自分のものだと言える何かを取り戻し

たぃ。

Гごめんなさい！」

力任せに、ラキシュを振り切った。

そして、駆けた。いくつもの陶片を足場に、夜空を跳ねるょうにして、目当て

の陶片へと一気に近づいて、手を伸ばして、

——だめ——



背後からの制止の声、いや思念だろうか、にも耳をふさいで。そして、

『燃え盛る炎』

指先から、それが流れ込んできた。

「え……」

先ほどまでと何も変わらない◦指先で触れた陶片は形を失い、過去の記憶へと

溶け崩れる。違いといえば、そぅ、それは他人の日記などではなく、間違いなく

自分自身の中にあったものだと確信を持てることくらい。

『止まらない悲鳴』『星の見えない闇』『焼け崩れる骸』『後悔』『憎悪の視

線』『強い祈り』『代えのきかない目的』『無明の夜』『親友だった彼女』『く

るぶしに絡みつく無数の手のひら』『届かなかった祈り』『受け止められなかっ

た願い』『笑いながら燃え落ちる幼き子ら』『底の見えない孔へと墜ちる』

『単眼鬼が何かを叫んでいる』『耳元で反響する声、声、声』『最も古い

遺跡兵装の一振り』『還りたいといぅ強い想い』『限りなく広がる灰色の砂原』

『輝き綴る十四番目の獣』『心が焼ける』『焼ける』『焼ける』『焼ける』

堰を切ったょうに、流れ込んでくる——いや、自分の内側から、蘇ってくる。

ひとつひとつは断片的な、記憶と呼ぶのも躊躇われるほど曖昧な、ィメージの

欠片◦それが、膨大な数と量、加えてこちらの自我を洗い流そうとでもいう勢い

で、押し寄せてくる。

ラキシュの忠告を無視したことを、すぐに後悔した。彼女は分かっていたの

だ。あの陶片の中にあるものは、決して良いものではないのだと。

首を巡らせて、背後を見る。今にも泣き出しそうな顔のラキシュが、こちらに

向かって走ってこょうとしている。ごめんなさい、という言葉が頭に浮かぶが、

唇に届『響き続ける祈りの声』『絡みつく指先』『束ねられた願いを束ねたも

の』『嵐の雲に呑み込まれる』『墜ちて沈む』『沈む』『沈む』『沈-

fT

-目を、覚ます。

心臓が、今にも破れそぅな強さで脈打っている。

「……私、」



シャツの上から胸を押さえ、必死になって息を整える。

「私は......」

呼吸も鼓動も、時間とともに、少しずつ。落ち着いてくる。

けれど、心の乱れだけは、そぅ簡単には、引いてくれない。

「私は......一体......」

あのィメージの奔流は、いったい何だったのか。もしあれが、あれこそが自分

の過去の記憶そのものだったとしたなら、そもそもその「過去の自分」というや

つは何だったというのか。それは、果たして、善きものだったのか◦悪しきもの

だったのか。害あるものだったのか。あるいは。

二人きりの食事の席で、

「私は、いつまであなたの隣にいられるのかしら」

フエォドールに、そう尋ねた。

これまで一度も口にしたことがない、初めての疑問だった。

少年は首をひねり、複雑そうな顔で色々と考えてから、

「君が僕に愛想をつかしてくれるその時まで、かな」

「つまり、死が二人を別つまで、って？」

「あ一……えと、裏とか追及しないで言葉通りの意味でなら、そぅなる、ね？」

照れている。

その表情が思いのほかに可愛らしかったので、くすりと笑みが漏れる。

強く感じる。この人は、ラキシュ•ニクス•セニォリスをとても大切にしてい

る。だから自分は大切にされている。支えてくれているし、支えさせてくれてい

るし。

そのことを素直に喜び、受け入れていてもよかったのだろう。自分が本当に、

その名で呼ばれる少女そのものであったのならば。

夢の中で触れあった彼女は、確かに。この少年と似合いであったよぅな気がす

る。愛することにも愛されることにも向いた、そんな娘だった。いろいろな意味

で素直でないフエオドールのパートナーとして、いかにも向いていたと思えた。

それに引き換え、自分は。



あんなものを中身として抱えた、自分という......化け物は、どうなのか。

「私のことを、危険だとは思わないの？」

「知つてるよ。けれど今さらだ」

さらつと返された。

本心ではあるのだろう。暴発の危険のある妖精兵を遠ざけもせずにこんなとこ

ろまで連れてきた彼の言葉だ、疑う理由は何もない。もちろん彼が考える『危

険』の内訳はいま自分が恐怖しているものとは一致していないだろう、けれどそ

んなことは、彼の中にある愛情とその尊さを覆すようなものではない。……と思

う。そう思いたい。

「ラキシュさん？ 今朝何力あつたの？」

「う/つん、なんでもない」

首を振つた。

「マゴメダリ博士たちも動き出した。長く秘密にされていたものが、これから

次々と暴かれ始めるはずなんだ。僕らも少し忙しくなる◦もし体調とかが悪いな

「だから、なんでもないの。あんまりしつこい男の子は、嫌われるわよ？」

「う」

まさか本気で嫌われることを心配したわけじやないだろうが、ともあれフエオ

ドールはそれ以上の追及を喉の奥へと飲み込んでくれた。

そうだ、今はこの少年の優しさに甘えよう。

彼が求めているのは、ラキシュなのだろう。しかしいま事実としてここにいる

のは自分だ。彼に見放されるその時まで、その隣に立ち、力となろう。

きっと自分は罪人だ、ここに在るだけで既に咎められるべき存在だ、だから今

さら罪のひとつやふたつ増えたところで構いやしない。そぅ、いまラキシュ•二

クス•セニォリスを名乗る少女は、心の中だけで決意を固めた。

「いちおぅこの方も自称〈獣〉だつたんすけど、〈深く潜む六番目の獣〉襲撃の

予知と同じよぅに、つてわけにはいかないんすかね？」

「申し訳ありません」

ゆったりとローブをなびかせて、女性が頭を下げる。



「いえ。申し訳ないのは、こんな遠くまで無駄足を踏ませてしまつたあたしらの

ほうつす。5番浮遊島の封鎖を抜けて出てくるなんて無茶をさせたつてのに

「……ただ、ひとつだけ」

女性はふと顔を下げ、銀瞳で棺の中身を再び見下ろして、

「ん、なんすか？ 確かにこのひと、なかなかいい表情で寝てるっすけど、傲れ

るのだけはお勧めしないっすょ。いろんな意味でデンジヤラスロードっすから」

「いえ、そういうわけではなく。視えたというより、なんとなくそんな感じがし

たというレベルの話なのですが……」

言うべきか、伏せるべきか。そんな逡巡が、銀瞳種の口を一度閉ざす。

「聞かせてくださいつす」

「……この方は確かに死んで、立ち止まつています◦自身の物語を紡ぎ終え、幕

の向こう側へと去つた演者です。けれど、なんと言えばいいのか......その向こう

側に、また別の誰かがいるような気がするのです。今この瞬間を自分の物語の中

で生きている……あるいは次の演目を待ち焦がれている、そんな誰かが」

風が強くなつてきた。

見晴らしのいい丘の上。アイセアは、ぼんやりと夜空を見上げている。

その手の中には、一振りの遺跡兵装。適合し、アイセア自身の名にもいまだ含

まれているヴァルガリス……ではない◦もぅ何十年も適合者が出ず、倉庫の片隅

で埃をかぶつていた剣だ。今回この浮遊島に来るにあたつて、書類をちょこちょ

かいざん あつか

こ改竄し、なかば私物のような扱いでアイセアが持ち出してきたもの。

試しにと魔力を熾そうとして——すぐに、諦めた。無理をすればなんとか、な

かわ うつわ

どというレベルの話ではない。乾ききった砂を器にして水を飲もうとするような

ものだ。たとえ命を投け出そうと、一瞬きりの輝きすら、_分はもう生み出せな

「さすがにしんどい……っすねえ……」

39番浮遊島は、もう、間近に迫ってきている。決戦の時は近い。

どうせ勝ち目のない戦いだからと、犠牲が出るだけの交戦の前に38番浮遊島を



放棄するという選択肢は、もちろんある◦ラィムスキンー位武官を始めとする何

名かは、実際にそれを提唱し続けている。しかしそれは、今後のこの空に、38番

と39番の二つがくっついたサィズのを解き放つということに等

しい。その危険を思えば、まだ抵抗が可能な今のうちに、できるだけのことは

やっておきたい……そう考える者の方が数が多く、つまり戦いは避けられない。

そして、その戦いの中で、いくつかの妖精の命が失われるだろうことも。

「技官も技官っすよ。生きてる間はあんだけあたしらを甘やかしてたってのに、

いざ死んだとたんに何もしてくれなくなった」

そんな、理不尽な愚痴も、こぼれようというもの。

「あ一せあ？」

低いところから、声が聞こえた。

「あ■~せあ、おさんほ？」

「ありゃま◦どうしたんすか、おちび」

膝よりちよつと高いところに、青空のような色がある。それが何かと訝る暇も

なく、青空はによきつと手足を生やすと、アィセアの膝の上へとよじ登つてき

た。

「一人でこんなとこまで来たんすか？ バニコロの二人は？」

「や一あ！」

膝に乗っかった青空——リイエルが、いやいやと首を振る。

生まれたての妖精。いまだ何者でもなく、何者となるかもまだ分からない者。

「また、何かお小言でも言われたっすか？ まったくもう」

春はもう目の前とはいえ、夜はまだ肌寒い。熱の塊のような幼子を、包み込む

ように両腕で抱きしめる。

リイエルはгん」と満足そうにうなずくと、アイセアの胸に頭を埋める。

「——ま、一人きりで空を見てるよりは、寂しくないかもしれないっすね」

そう自分に言い聞かせたとたん、腕の中の温かさがどうしようもなく愛おしく

なり、思わず腕に力を込めた。

そもそも一人になりたくて、ここに来たはずだったのだ。車椅子を降りて、草



の上に尻を下ろして、空だけを見上げて追憶に耽っていた。なのに、結局はその

一人きりに耐えきれず、こうしてリィエルの温もりに癒やされている。

「いやあ、我ながら情けない」

信用できない笑顔だ、と言われている。

いつも笑っているから本音が分からない、とも言われている。

そう言われるように、ふだんから心がけている。

楽しい時や嬉しい時に笑うのは当たり前◦寂しい時や辛い時にも笑うことが肝

要。深刻な顔をすることで好転する事態など限られている。笑うことでわずかな

りと前向きな気持ちを作り、そのことで好転する事態はわずかなりと存在する。

だったら笑うべきだ。ならばこそ笑うべきだ、と——かつて『アィセア』という

少女の日記には、そんな感じのことが書いてあった◦あの一文を読んで以来、ア

ィセアの生き方は、この仮面のような笑顔に覆われたものとなった。

だから、たまにこうして素直な気持ちを引きずり出されると、喻えようもなく

気恥ずかしくなってしまう。

「あ■せあ」

「ん、なんすかね？」

「あったかいよ」

「そりやあ......」

何かを思い出しそうになった。涙がこぼれそうになった。

「そいつはよかった……今日まで長生きしてきた甲斐があったってものっす

ね……」

湿り気を増す瞳をかばう様にして、空を見上げる。

胸の中の幼子が、寝息を立て始めたのが聞こえた。

「リイエル^~ こらとこいつた^~ 」

「ほらほら、怒らないから出ておいで一。おしおきしないから出ておいで一」

二つほど、新たに声が近づいてくる。

まったく客の多い夜だ、と呆れながらそちらを見やる。

「んぉ、アイセア？」



「ああ丁度良かった、先輩、このへんでリイエルを見なかっ——おや」

背の高い草を踏み分けて、コロンとパニバルの二人が、揃って顔を出す。

「にひひ、お捜し物は預かってるっすから、お静かにっすょ一」

むぅぅなんたることだ、とコロンが小声で唸った。

これではおしおきが出来ないな、とパニバルが小声でつぶやいた。

「この子、^-度は何やったんすか？」

リィエルの頭を撫でながら、尋ねる。

「飛空艇にのせようとしたら、にげた」

「飛空艇」眩いてから、思い出す「ああ——68番へ送るって話っすね」

「そう、そろそろ妖精倉庫に避難させないと、ここは危ないからな」

確かに、パニバルの言う通りなのだ。

このラィエル市護翼軍基地、およびその周辺は、目の前に迫った〈獣〉との決

戦に備え、とにかく慌ただしくなっている。鋼鉄の山が右に運ばれ、火薬の山が

左に運ばれ、恐怖に錯乱し叫びを上げる者あり、取り扱いを誤り試作兵器を爆発

させる者あり。もはや教育に悪いなどというレベルの話ですらない。精神にも悪

く、肉体にも悪い。これ以上幼子をここに置いておくべきではない。

この子はもう、妖精倉庫へ行くべきなのだ。ここからは、ナィグラートの……

あの、全ての妖精たちの母親のもとで、きちんと愛情(種類については問わない

こととする)に包まれて育つべきなのだ。

そして、ここにいる自分たちが、ずっとそばにいてやれるわけではない。明日

からの戦いの中で、次々に失われていくはずなのだから——

「この子は、何と？」

「行きたくない、おと一さんが帰ってくるまで待つ......のようなことを」

「......おと■さん、っすか？」

「フエオドールのことだ、たぶん」

それは、そうだろう◦他にいない。他にはいないけれど、その言葉を聞くと、

どうしても別の誰かを思い出せてしまう。

心の奥底、深すぎて自覚できないところで、頼ってしまったりもする。



「結局あたしらはどこまで行っても、種族ぐるみで甘えん坊ってことっすか

ね……」

首を振ってから、胸の中の寝顔を見下ろした。

不安もなく。不満もなく。唇の端っこからょだれなんぞもたらしつつ。

リィエルはただただ穏やかに、安らぎの時をむさぼっていた。

あとがき/あとがない状況で書いてます

その少年は、少女たちの幸せを願った。その少女たちは、少年の幸せを祈つ

た。願いと祈りは互いを否定し、傷つけあう。多くのものが失われたその場で、

それでも少年は願いを、少女たちは祈りを、決して諦めようとはしていなかつた

そんな感じで展開しています当シリーズ、『終末なにしてますか？もぅ一度

だけ、会えますか？』第四のエピソードの始まりをお届けします。

はい。始まりなんです。

毎回わりと強めに次の話への引きを用意しているシリーズではありますが、い

ちおう一冊の中でひとつのエピソードを閉じる形は保ってきていました。が、今

回はちよっとその辺り事情が違いまして、「#04」で始まった一番大きなエピソー

ドが、「#04」の中で完結していません。続きます。上下巻みたいなタィトルのつ

き方にはなってませんが、ィメージとしては近い感じです。それだけ多くの「何

か」に、フエォドール君や他の人々が直面し、翻弄されるということになりま

す0

そして、前巻「#03」のあとがきでも触れましたが、今回から本格的に、前シ

リーズ『終末なにしてますか？ 忙しいですか？ 救ってもらっていいです

か？』とストーリーが合流します◦具体的には、あんな子やこんな子などが、

まったく後輩たちに遠慮しようともせずに出張ってきます。いや君たちそこは若

手に出番を譲るところでしよ世代交代するとこでしよと何度言っても聞きゃしま

せん。

特に誰とは言いませんがどこぞの喰人鬼がえらい勢いでぺージも喰ってるんで

すけどこれどうすりやいいんだ。そして、それに対抗するべく別の「お姉ちや

ん」も景気よくぺーシを食い荒らすんですけどほんとこいつらどうすりやいいん



だ。

というところで、恒例、メディアミックス情報！

せうかなめ先生によるコミック版『終末なにしてますか？ 忙しいですか？

救ってもらっていいですか？』1巻が、KADOKAWAさんより発売中。いろ

いろな表情を見せながら走り回るちびっこどもと、いろいろな表情を見せながら

迫り来るナイグラートさんが個人的見どころ。距離近い近い近い。

「月刊コミックアライブ」誌で好評連載中です。

そして、4月より、アニメ『終末なにしてますか？ 忙しいですか？ 救って

もらっていいですか？』が各テレビ局およびネットメディアにて放送開始しま

す0

私自身、シリーズ構成と一部脚本を担当させていただきました。スタッフや

キャストの方々の意気も高く、原作の読み込みや思い入れに関して作者が白旗を

上げることもしばしば。

すでに私の仕事はほぼ終わっているので、わくわくしながら結果を待つ身で

す。妥協しない進行ゆえにいろいろ時間がかかってしまぅところもありました

が、素晴らしい作品になっているはずですよ。

放送局や時間帯など詳しい情報は、公式サイト(http://skasuka-anime.com)

やツイツタ1の公式アカウント(@sukasukalanime)、あるいは各種メディア誌

などをごらんください。ОР/EDテーマ、各キヤラのキヤストなどの情報も、

(いろいろ語り出したら止まらなそぅなのでここでは敢えて触れませんが)既に

公開されています。

展開されてゆく、原作とはまた別の解釈の「終末な(略)」世界。

それぞれに見える空の色が違っていても、きっとそれは同じ空であることに変

わりはないはす......てなものでして原作ともともょろしくです^—

さて、そろそろほどょく紙幅が埋まってきたので、その原作についてですが。

一人の「ヒロィン」を追いかけて始まった古都の乱戦は、少しずつその様相を

変えていく。盤上の駒は一通り並び終え、それぞれの勢力が各々の目的を明らか

にした。誰もが守りたいものを持ち、誰もが譲れないものを掲げた人々が、それ



ぞれに求めて止まない勝利に向かって走り出す——

次卷はそんな話になるょぅなあえかな気配をそこはかとなく感じなくもないで

すが、どんな感じになるかはぶっちゃけまだ私にもわかりません◦コミックスや

アニメなどで前シリーズの復習をしつつ、のんびりとお待ちいただければ幸い。

それではまた、きっと違ぅ色をしている、どこかの空の下でお会いできると

願って。

二〇一七年冬

http://tl.rulate.ru/book/8424/167496


